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福
ふくふ く

祉
しし

のまちづくり
「だれもが住みよい福

ふ く し

祉のまち」を実
じつげん

現するためには、まず、高
こうれい

齢の人や障
しょうがい

害のある人、小
さな子どもを連

つ

れた人などが思いどおりに移
い ど う

動し、活動できることが必
ひつよう

要です。そのため
には、よく利

り よ う

用される建
たてもの

物や道路や公園などが高
こうれい

齢の人や障
しょうがい

害のある人にも配
はいりょ

慮されたも
のであることが大切です。段

だん

差
さ

をなくしたり、エレベーターやスロープや手すりを設
もう

けた
り、床

ゆか

をすべりにくくしたりすることなどは、その例
れい

です。
しかし、建

たてもの

物や道路などが整
せ い び

備されても、それだけで完
かんぜん

全であるとはいえません。人と人
との助けあいが必

ひつよう

要なときがあるのです。
「だれもが住みよい福

ふ く し

祉のまち」は、みなさんのやさしい心と人と人との支
ささ

えあいがあって
はじめて実

じつげん

現されるものなのです。

「だれもが住みよい福
ふ く し

祉のまち」を実
じつげん

現するためには、まず、高
こうれい

齢の人や障
しょうがい

害のある人、小
さな子どもを連

つ

れた人などが思いどおりに移
い ど う

動し、活動できることが必
ひつよう

要です。そのため
には、よく利

り よ う

用される建
たてもの

物や道路や公園などが高
こうれい

齢の人や障
しょうがい

害のある人にも配
はいりょ

慮されたも
のであることが大切です。段

だん

差
さ

をなくしたり、エレベーターやスロープや手すりを設
もう

けた
り、床

ゆか

をすべりにくくしたりすることなどは、その例
れい

です。
しかし、建

たてもの

物や道路などが整
せ い び

備されても、それだけで完
かんぜん

全であるとはいえません。人と人
との助けあいが必

ひつよう

要なときがあるのです。
「だれもが住みよい福

ふ く し

祉のまち」は、みなさんのやさしい心と人と人との支
ささ

えあいがあって
はじめて実

じつげん

現されるものなのです。

1 みんなが主役～違いをみとめて～
みなさんの周

まわ

りには、家族や友だち、先生、近所の人たちなど、いろいろな人がいます。
あらためて、周

まわ

りにいるいろいろな人を見つめ直してみましょう。元気に働
はたら

いている人や
病
びょうき

気の人、高
こう

齢
れい

の人や小さな子ども、障
しょう

害
がい

のある人など、さまざまです。また、昔からそ
こに住んでいる人もいれば、ほかのまちから引っこしてきた人もいたりと、それぞれの暮

く

らしぶりや考え方も違
ちが

います。
人には違

ちが

いがあるのです。みんながその違
ちが

いをみとめた上で、共
とも

に生きているのです。

2 人と人との支えあい
みなさんは、生活の中で、周

まわ

りの人たちとどういう関
かんけい

係を持っているでしょうか。家
か

族
ぞく

は
ごはんを作ってくれたり、おこづかいをくれたりします。友だちはいろいろと話をしてく
れたり、いっしょに遊んでくれたりします。近所の人は、安全に遊べるように見守ってい
てくれたりします。私たちは一人で生活しているのではなく、いろいろな人とおたがいに
助けたり助けられたりしながら生活しています。このおたがいに助けたり助けられたりと
いうことが、人と人との支えあいです。
人と人との支

ささ

えあいは、おたがいに声をかけたり、困
こま

っているときにお手
て　つだ

伝いをするとこ
ろからはじまります。そして、一人ではできないことでも、仲

なか

間
ま

や地
ち

域
いき

、さらにみんなが
力をあわせることで、できるようになっていくのです。
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